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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　鋼桁と、その上に敷設され、前記鋼桁上で隣接するプレキャストコンクリート製の床版

との接合部構造であり、

　前記鋼桁の一部であるウェブ、もしくは横リブ上に一体化し、前記ウェブ、もしくは横

リブの幅方向両側に張り出したフランジ上に、前記ウェブ、もしくは横リブに平行に接続

板が突設され、前記フランジ上に、背面側の周囲に周方向に連続する凸部を有する前記床

版が、前記接続板を挟んで対向して載置され、この対向する両床版の前記各凸部間に、前

記接続板を貫通してボルトが挿通し、前記対向する両床版が前記接続板を介して前記鋼桁

に接合されており、

　前記ボルトは前記両床版を互いに接合しながら、前記両床版を前記接続板に接合し、前

記両床版を前記鋼桁に拘束していることを特徴とする鋼桁とコンクリート床版との接合部

構造。

【請求項２】

　前記ボルトは前記両床版が対向する方向を向いていることを特徴とする請求項１に記載

の鋼桁とコンクリート床版との接合部構造。

【請求項３】

　鋼桁と、その上に敷設され、前記鋼桁上で隣接するプレキャストコンクリート製の床版

との接合部構造であり、

　前記鋼桁の一部であるウェブ、もしくは横リブ上に一体化し、前記ウェブ、もしくは横
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リ ブ の 幅 方 向 両 側 に 張 り 出 し た フ ラ ン ジ の 幅 方 向 両 側 位 置 に 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ

ブ に 平 行 に 接 続 板 が 、 そ の 幅 方 向 の 一 部 が 前 記 フ ラ ン ジ の 上 面 よ り 上 方 へ 突 出 し た 状 態 で

接 合 さ れ 、 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 、 背 面 側 の 周 囲 に 周 方 向 に 連 続 す る 凸 部 を 有 す る 前 記 床 版 が

互 い に 対 向 し て 載 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 凸 部 内 に 前 記 接 続 板 が 挿 入 さ れ 、 こ の 対 向 す る 床

版 の 前 記 各 凸 部 間 に 、 前 記 接 続 板 を 貫 通 し て ボ ル ト が 挿 通 し 、 前 記 対 向 す る 床 版 が 前 記 接

続 板 を 介 し て 前 記 鋼 桁 に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接

合 部 構 造 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 接 続 板 が 突 設 さ れ 、 こ の フ ラ ン ジ 上 の 前 記 接 続 板 を 、 前 記 対 向 す る 床

版 の 前 記 凸 部 を 挿 通 し た 前 記 ボ ル ト が 貫 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 鋼

桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 。

【 請 求 項 ５ 】

　 鋼 桁 と 、 そ の 上 に 敷 設 さ れ 、 前 記 鋼 桁 上 で 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版

と の 接 合 部 構 造 で あ り 、

　 前 記 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ 上 に 一 体 化 し 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横

リ ブ の 幅 方 向 両 側 に 張 り 出 し た フ ラ ン ジ の 幅 方 向 両 側 位 置 に 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ

ブ に 平 行 に 接 続 板 が 、 そ の 幅 方 向 の 一 部 が 前 記 フ ラ ン ジ の 上 面 よ り 上 方 へ 突 出 す る と 共 に

、 前 記 フ ラ ン ジ の 下 面 よ り 下 方 へ 突 出 し た 状 態 で 配 置 さ れ 、 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 、 背 面 側 の

周 囲 に 周 方 向 に 連 続 す る 凸 部 を 有 す る 床 版 が 互 い に 対 向 し て 載 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 凸 部

内 に 前 記 接 続 板 が 挿 入 さ れ 、 前 記 接 続 板 の 、 前 記 フ ラ ン ジ の 下 面 よ り 下 方 へ 突 出 し た 部 分

間 に 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ を 貫 通 し て ボ ル ト が 挿 通 し 、 前 記 対 向 す る 床 版 が 前 記 接

続 板 を 介 し て 前 記 鋼 桁 に 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接

合 部 構 造 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ を 貫 通 す る 前 記 ボ ル ト に 加 え 、 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 対 向 し て

載 置 さ れ た 前 記 床 版 の 前 記 凸 部 と そ の 内 部 に 挿 入 さ れ た 前 記 接 続 板 を ボ ル ト が 貫 通 し て い

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 接 続 板 が 突 設 さ れ 、 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 載 置 さ れ た 前 記 床 版 の 前 記 凸 部

は 前 記 フ ラ ン ジ 上 の 前 記 接 続 板 を 挟 ん で 対 向 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 、 も し く

は 請 求 項 ６ に 記 載 の 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 フ ラ ン ジ を 挟 ん で 対 向 す る 接 続 板 と 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ と の 間 に 間 隔 保 持

材 が 介 在 し 、 前 記 各 接 続 板 と 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ と の 間 の 間 隔 を 保 持 し て い る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接

合 部 構 造 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 フ ラ ン ジ 上 で 対 向 す る 前 記 床 版 の 前 記 凸 部 間 に ク リ ア ラ ン ス が 確 保 さ れ 、 こ の ク リ

ア ラ ン ス に 充 填 材 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ の い ず れ か に

記 載 の 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 鋼 桁 上 で 互 い に 対 向 し な が ら 、 鋼 桁 上 に 敷 設 さ れ る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト

製 の 床 版 を 、 対 向 す る 床 版 間 の 開 き を 防 止 可 能 な 状 態 に 鋼 桁 に 接 合 す る 鋼 桁 と コ ン ク リ ー

ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 鋼 桁 と そ の 上 に 敷 設 さ れ る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 を 接 合 す る 場 合 、 床 版 は

鋼 桁 に 一 体 化 し 、 鋼 桁 と 共 に 挙 動 す る こ と を 前 提 と し た 合 成 構 造 と な る た め 、 床 版 は 鋼 桁
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に 対 し 、 ず れ の な い よ う に 接 合 さ れ る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 床 版 が 現 場 打 ち コ ン ク リ ー ト 造 で 構 築 さ れ る 場 合 に は 、 鋼 桁 上 に デ ッ キ プ レ ー ト 等 を 敷

設 し 、 こ れ を 型 枠 と し て コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と に よ り デ ッ キ プ レ ー ト に 突 設 さ れ た

ス タ ッ ド ボ ル ト に コ ン ク リ ー ト を 一 体 化 さ せ る こ と が で き る が 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー

ト 製 の 床 版 を 用 い た 場 合 に は 、 型 枠 を 兼 ね る デ ッ キ プ レ ー ト を 必 要 と し な い た め 、 床 版 は

鋼 桁 上 に 直 接 、 載 置 さ れ 、 支 持 さ れ る こ と に な る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 が 床 版 の 周 辺 部 分 （ 端 部 ） に お い て 鋼 桁 に 支 持 さ れ

る と す れ ば 、 鋼 桁 上 で 対 向 す る 床 版 は 単 純 支 持 の 状 態 に な り 、 幅 方 向 、 も し く は 軸 方 向 中

間 部 の 撓 み を 無 視 で き な く な る こ と か ら 、 床 版 は 幅 方 向 中 間 部 の 位 置 で 鋼 桁 に 支 持 さ れ 、

鋼 桁 へ の 支 持 部 分 に お い て 鋼 桁 と の 一 体 性 が 図 ら れ る （ 特 許 文 献 １ ～ ３ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 場 合 、 鋼 桁 の 上 面 に は 床 版 と の 一 体 性 を 確 保 す る た め の ス タ ッ ド ボ ル ト 等 の せ ん 断

力 伝 達 部 材 が 突 設 さ れ る た め 、 床 版 の 鋼 桁 上 に 位 置 す る 部 分 は せ ん 断 力 伝 達 部 材 が 挿 入 さ

れ る た め の 開 口 が 形 成 さ れ る 。 開 口 内 に は モ ル タ ル 、 コ ン ク リ ー ト 、 接 着 剤 等 の 充 填 材 が

充 填 さ れ る こ と で 、 せ ん 断 力 伝 達 部 材 と の 付 着 力 に よ り 床 版 と 鋼 桁 間 で せ ん 断 力 が 伝 達 さ

れ る 状 態 に な る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 １ ～ ３ の よ う に 床 版 の 、 鋼 桁 上 に 位 置 す る 部 分 に せ ん 断 力 伝 達 部 材 が 挿 入 さ れ

る た め の 開 口 を 形 成 す る 方 法 で は 、 開 口 の 形 成 に よ り 開 口 周 辺 の 強 度 が 低 下 し 易 く 、 開 口

周 辺 に 応 力 が 集 中 し 易 い 上 、 床 版 内 の 配 筋 が 制 約 さ れ る 反 面 、 開 口 面 積 を 小 さ く す れ ば 、

せ ん 断 力 伝 達 部 材 に よ る 一 体 化 効 果 が 低 下 し 、 施 工 誤 差 へ の 対 応 が 難 し く な る 等 の 不 都 合

が あ る 。 こ れ に 対 し 、 例 え ば せ ん 断 力 伝 達 部 材 が 突 設 さ れ た 鋼 材 を 床 版 に 予 め 一 体 化 さ せ

、 床 版 内 に せ ん 断 力 伝 達 部 材 を 埋 設 し て お く こ と に す れ ば 、 開 口 の 形 成 に 伴 う 問 題 点 を 解

消 す る こ と は 可 能 と 考 え ら れ る （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ５ － ３ ５ ２ ７ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 第 ２ 欄 第 １ ３ 行 ～ 第 ４ 欄 第 ４ １ 行

、 図 １ ～ 図 ３ ）

【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 平 ７ － １ １ ３ ２ ０ ３ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 段 落 ０ ０ ０ ７ 、 ０ ０ ０ ９ 、 図

１ 、 図 ２ 、 図 ４ ）

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ３ １ １ ０ ０ ７ 号 公 報 （ 請 求 項 ３ 、 段 落 ０ ０ １ ８ ～ 第 ０ ０ ２ １

、 図 １ ～ 図 ４ 、 図 １ ０ 、 図 １ １ ）

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ７ － ２ １ ６ ８ ２ ６ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 段 落 ０ ０ １ １ ～ ０ ０ １ ３ 、 図

１ ）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し な が ら 、 せ ん 断 力 伝 達 部 材 が 突 設 さ れ た 鋼 材 を 床 版 に 予 め 接 合 し 、 床 版 内 に せ ん

断 力 伝 達 部 材 を 埋 設 し て お く 方 法 で は 、 現 場 に お い て 鋼 材 を 鋼 桁 に 接 合 す る 作 業 が 必 要 に

な る た め 、 現 場 で の 施 工 性 と 施 工 能 率 が 低 下 す る 。 ま た 床 版 の 製 作 時 に 背 面 側 に 鋼 材 が 一

体 化 す る 結 果 、 床 版 を 複 数 段 積 み 重 ね る こ と が 困 難 と な る た め 、 現 場 へ の 搬 入 の 効 率 も 低

下 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 鋼 桁 上 に 敷 設 さ れ る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床

版 の 端 部 同 士 を 鋼 桁 上 で 対 向 さ せ な が ら も 、 対 向 す る 床 版 間 の 開 き を 防 止 可 能 な 状 態 に 鋼

桁 に 接 合 し 、 床 版 の 中 間 部 を 鋼 桁 に 支 持 さ せ る 場 合 に お い て 、 床 版 の 一 部 に 開 口 を 形 成 し

、 ま た は 床 版 に せ ん 断 力 伝 達 部 材 を 予 め 一 体 化 さ せ る 際 に 生 じ る 難 点 を 克 服 可 能 な 、 床 版
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と 鋼 桁 と の 一 体 化 効 果 を 高 め る 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 を 提 案 す る も の で

あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 は 、 鋼 桁 と 、 そ の 上 に

敷 設 さ れ 、 前 記 鋼 桁 上 で 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 と の 接 合 部 構 造 で あ

り 、

　 前 記 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ 上 に 一 体 化 し 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横

リ ブ の 幅 方 向 両 側 に 張 り 出 し た フ ラ ン ジ 上 に 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ に 平 行 に 接 続

板 が 突 設 さ れ 、 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 、 背 面 側 の 周 囲 に 周 方 向 に 連 続 す る 凸 部 を 有 す る 前 記 床

版 が 、 前 記 接 続 板 を 挟 ん で 対 向 し て 載 置 さ れ 、 こ の 対 向 す る 両 床 版 の 前 記 各 凸 部 間 に 、 前

記 接 続 板 を 貫 通 し て ボ ル ト が 挿 通 し 、 前 記 対 向 す る 両 床 版 が 前 記 接 続 板 を 介 し て 前 記 鋼 桁

に 接 合 さ れ て お り 、

　 前 記 ボ ル ト は 前 記 両 床 版 を 互 い に 接 合 し な が ら 、 前 記 両 床 版 を 前 記 接 続 板 に 接 合 し 、 前

記 両 床 版 を 前 記 鋼 桁 に 拘 束 し て い る こ と を 構 成 要 件 と す る 。

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 ボ ル ト が 、 前 記 両 床 版 が

対 向 す る 方 向 を 向 い て い る こ と を 構 成 要 件 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 「 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ 」 は 鋼 桁 を 構 成 す る 、 せ ん 断 抵 抗 要 素 を 持 つ い ず れ か の ウ ェ

ブ を 指 し 、 橋 軸 方 向 を 向 く 主 桁 の ウ ェ ブ と 、 橋 軸 直 角 方 向 を 向 く 横 桁 の ウ ェ ブ の 双 方 を 含

む 。 ま た 「 横 リ ブ 」 は 機 能 的 に 横 桁 の ウ ェ ブ に 準 ず る た め 、 「 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ 」

と 「 横 リ ブ 」 を 並 列 的 に 記 載 し て い る 。 以 下 、 本 項 目 で は 「 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ 」 を

「 鋼 桁 の ウ ェ ブ 等 」 、 ま た は 「 ウ ェ ブ 等 」 と 言 う 。 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ が 主 桁 の ウ ェ

ブ と 横 桁 の ウ ェ ブ を 含 む こ と か ら 、 ウ ェ ブ 等 の 上 で 互 い に 接 合 さ れ る 床 版 同 士 の 接 合 の 方

向 、 す な わ ち ボ ル ト の 軸 方 向 が 橋 軸 方 向 で あ る か 、 橋 軸 直 角 方 向 で あ る か は 問 わ れ な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 フ ラ ン ジ は 曲 げ モ ー メ ン ト に 対 す る 抵 抗 要 素 と し て 鋼 桁 の ウ ェ ブ 等 の 上 端 に 溶 接 等 に よ

り 一 体 化 し 、 ウ ェ ブ 等 の 幅 方 向 両 側 に 張 り 出 す 。 フ ラ ン ジ 上 の 接 続 板 は ウ ェ ブ 等 に 平 行 に

、 フ ラ ン ジ に 直 交 し て フ ラ ン ジ に 溶 接 等 に よ り 突 設 さ れ る 。 接 続 板 は １ 枚 の 場 合 に は 、 図

１ － （ ａ ） に 示 す よ う に フ ラ ン ジ の 幅 方 向 中 心 線 上 に 、 ウ ェ ブ 等 の 中 心 線 の 延 長 線 上 に 突

設 さ れ る が 、 フ ラ ン ジ 上 の 接 続 板 は １ 枚 に 限 ら れ な い た め 、 フ ラ ン ジ の 幅 方 向 中 心 線 上 に

位 置 し な い こ と も あ る 。 接 続 板 に は そ れ を 貫 通 す る ボ ル ト の 拘 束 状 態 を 維 持 す る 上 で 必 要

と さ れ る 引 張 強 度 と 靱 性 を 持 た せ る た め と 、 ウ ェ ブ 等 へ の 接 合 （ 固 定 ） の 作 業 性 の 面 か ら

、 主 に プ レ ー ト （ 鋼 板 ） が 使 用 さ れ る が 、 Ｆ Ｒ Ｐ 等 の 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 板 も 使 用

可 能 で あ り 、 そ の 場 合 、 フ ラ ン ジ に は 接 着 等 に よ り 固 定 さ れ る 。 な お 、 接 続 板 が プ レ ー ト

で あ る 場 合 、 接 続 板 は 溶 接 に よ っ て フ ラ ン ジ に 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 床 版 は 背 面 側 の 少 な く と も 周 囲 （ 縁 、 も し く は 端 部 ） に 沿 い 、 周 方 向 に 連 続 す る 凸 部 が

形 成 さ れ た 形 状 を 有 す る 。 床 版 の 凸 部 は 鋼 桁 上 で 対 向 す る 床 版 同 士 を 、 接 続 板 を 利 用 し て

、 あ る い は 接 続 板 を 介 し て 接 合 す る 目 的 で 形 成 さ れ る が 、 床 版 が 鋼 桁 上 で 対 向 し て 支 持 さ

れ る 方 向 の 、 例 え ば 床 版 の 長 さ 方 向 （ 橋 軸 方 向 ） 両 端 の 背 面 側 に 凸 部 が 形 成 さ れ る こ と で

、 床 版 の 曲 げ 剛 性 が 向 上 す る た め 、 凸 部 を 除 く 床 版 本 体 部 分 の 板 厚 が 抑 え ら れ る 。 床 版 本

体 部 分 の 板 厚 が 抑 え ら れ る こ と で 、 床 版 本 体 部 分 の 背 面 と 凸 部 の 背 面 ま で の 距 離 を 稼 ぐ こ

と が で き 、 凸 部 の 幅 方 向 に ボ ル ト を 挿 通 さ せ る た め の 高 さ を 確 保 す る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 床 版 は 周 囲 に 沿 っ て 凸 部 が 形 成 さ れ て い れ ば 、 隣 接 す る 床 版 の 凸 部 同 士 を 互 い に 接 合 す

る こ と が 可 能 で あ る た め 、 凸 部 で 囲 ま れ た 背 面 側 の 領 域 は 平 坦 面 で も よ い が 、 床 版 全 体 の

曲 げ 剛 性 を 更 に 向 上 さ せ る 目 的 で 、 凸 部 に 囲 ま れ た 背 面 側 の 領 域 に 一 方 向 、 も し く は 図 １

－ （ ｂ ） 、 図 ４ － （ ａ ） に 示 す よ う に 二 方 向 に 、 床 版 の 背 面 か ら 突 出 し た 、 連 続 す る リ ブ

が 形 成 さ れ る こ と も あ る 。 凸 部 に 囲 ま れ た 背 面 側 の 領 域 に 一 方 向 に リ ブ が 形 成 さ れ た 形 は
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ジ ョ イ ス ト ス ラ ブ 形 状 に な り 、 二 方 向 に リ ブ が 形 成 さ れ た 形 は ワ ッ フ ル ス ラ ブ 形 状 に な る

。 一 方 向 に リ ブ が 形 成 さ れ た 場 合 、 リ ブ は そ の 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 の 軸 回 り に 床 版 に 作

用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト に 対 す る 抵 抗 要 素 に な る か ら 、 床 版 の 支 点 に 応 じ て リ ブ の 方 向 が 決

ま る 。 ユ ニ ッ ト と し て の 床 版 が 橋 軸 方 向 両 側 位 置 で 支 持 さ れ る 場 合 に は 、 リ ブ は 橋 軸 方 向

を 向 き 、 橋 軸 直 角 方 向 両 側 で 支 持 さ れ る 場 合 は 、 橋 軸 直 角 方 向 を 向 く 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 鋼 桁 上 で 隣 接 す る 床 版 は ウ ェ ブ 等 に 突 設 さ れ た フ ラ ン ジ 上 で 対 向 し 、 対 向 す る 床 版 間 に

接 続 板 を 挟 ん だ 状 態 で フ ラ ン ジ 上 に 載 置 さ れ る 。 接 続 板 を 挟 ん で 対 向 す る 床 版 は 、 両 床 版

が 対 向 す る 方 向 を 向 く ボ ル ト が 各 床 版 の 凸 部 と 接 続 板 を 貫 通 す る こ と に よ り 互 い に 接 合 さ

れ る 。 床 版 の 凸 部 を そ の 幅 方 向 に 挿 通 （ 貫 通 ） す る ボ ル ト が ウ ェ ブ 等 に 固 定 さ れ て い る 接

続 板 を 貫 通 す る こ と で 、 両 床 版 は 互 い に 接 合 さ れ な が ら 、 ウ ェ ブ 等 に 拘 束 さ れ る こ と と な

り 、 鋼 桁 か ら の 浮 き 上 が り と 、 鋼 桁 （ ウ ェ ブ 等 ） の 軸 方 向 に 沿 っ た 、 鋼 桁 に 対 す る 相 対 移

動 が 阻 止 さ れ た 状 態 に な る 。 な お 、 図 ７ － （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 床 版 の 凸 部 と 横 リ ブ で

囲 ま れ た 部 分 （ 凹 部 ） に お い て 、 各 床 版 の 凸 部 と 接 続 板 を 貫 通 す る ボ ル ト の 本 数 は １ 本 で

も 、 複 数 本 で も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 接 続 板 を 挟 ん で 対 向 す る 床 版 は 両 床 版 と 接 続 板 を 貫 通 す る ボ ル ト に よ り 互 い に 接 合 さ れ

る と 同 時 に 、 間 接 的 に 鋼 桁 に も 接 合 さ れ る た め 、 接 続 板 と 床 版 （ 凸 部 ） の 側 面 と の 間 に ク

リ ア ラ ン ス （ 空 隙 ） が 存 在 す る か 否 か は 問 わ れ な い 。 但 し 、 少 な く と も 接 続 板 と 床 版 の 側

面 と の 間 に ク リ ア ラ ン ス が 確 保 さ れ る 場 合 に は 、 ク リ ア ラ ン ス に モ ル タ ル 、 コ ン ク リ ー ト

、 接 着 剤 等 の 充 填 材 を 充 填 す る こ と が 可 能 で あ り （ 請 求 項 ９ ） 、 充 填 材 の 充 填 に よ り 充 填

材 と 床 版 の 側 面 と の 間 、 及 び 接 続 板 の 両 面 と の 間 に 付 着 力 が 働 く た め 、 ボ ル ト に よ る 床 版

と 接 続 板 の 接 合 の 効 果 が 補 わ れ る 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 接 続 板 と 床 版 と の 間 に 充 填 材 を 充 填 す る 場 合 に は ま た 、 接 続 板 と ボ ル ト が 充 填 材 中 に 埋

設 さ れ る た め 、 こ れ ら を 外 気 に 曝 す 状 態 か ら 保 護 す る こ と が で き る 上 、 隣 接 す る 床 版 の 上

面 （ 天 端 面 ） を 鋼 桁 上 の 目 地 を 通 じ て 連 続 さ せ 、 平 坦 面 に 仕 上 げ る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 更 に 、 接 続 板 に は ボ ル ト が 挿 通 す る た め の 挿 通 孔 が 形 成 さ れ る が 、 挿 通 孔 内 に 充 填 材 が

充 填 さ れ る こ と で 、 床 版 と 接 続 板 が 相 対 移 動 （ ず れ ） を 起 こ そ う と す る と き に 、 充 填 材 が

相 対 移 動 を 阻 止 す る よ う に 働 く た め 、 床 版 と 接 続 板 と の 一 体 性 が 確 保 さ れ る 。 充 填 材 が 接

続 板 の 両 面 側 と 挿 通 孔 内 に 充 填 さ れ る こ と で 、 接 続 板 両 面 と の 間 の 付 着 力 と 、 挿 通 孔 内 に

充 填 さ れ 、 柱 状 と な っ た 充 填 材 の 外 周 面 と 挿 通 孔 内 周 面 と の 間 に 生 ず る 支 圧 力 に 加 え 、 柱

状 の 充 填 材 の 両 端 面 の 接 続 板 両 面 と 同 一 面 に お け る せ ん 断 抵 抗 力 を 、 相 対 移 動 を 起 こ そ う

と す る と き の せ ん 断 力 に 対 す る 抵 抗 力 と し て 発 生 さ せ る こ と に な る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 床 版 の 凸 部 は そ の 底 面 か ら 、 床 版 の 凸 部 を 除 く 床 版 本 体 部 の 背 面 ま で 、 少 な く と も 凸 部

を 、 凸 部 の 幅 方 向 に １ 本 の ボ ル ト が 挿 通 す る た め の 挿 通 孔 を 形 成 可 能 な 高 さ を 持 つ 。 凸 部

は 高 さ 方 向 に 複 数 本 の ボ ル ト が 配 列 可 能 な 高 さ を 持 つ 場 合 と 、 高 さ 方 向 に ボ ル ト が 千 鳥 に

配 列 可 能 な 高 さ を 持 つ 場 合 も あ る 。 「 床 版 本 体 部 の 背 面 」 は 床 版 が 周 囲 に 凸 部 の み を 有 す

る 形 状 で あ る 場 合 の 凸 部 を 除 く 領 域 の 背 面 で あ り 、 前 記 し た よ う な 周 囲 の 凸 部 の 内 周 側 に

少 な く と も 一 方 向 に リ ブ を 有 す る 形 状 で あ る 場 合 に は 、 凸 部 と リ ブ を 除 く 領 域 の 背 面 を 指

す 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 接 続 板 の 両 面 側 と 床 版 （ 凸 部 ） の 側 面 と の 間 に ク リ ア ラ ン ス が 存 在 す る か 否 か に 関 係 な

く 、 鋼 桁 上 で 対 向 す る 床 版 は ボ ル ト に よ っ て 接 続 板 に 接 合 さ れ る こ と で 、 接 続 板 が 固 定 さ

れ て い る ウ ェ ブ 等 に も 固 定 さ れ た 状 態 に な る 。 床 版 の 凸 部 は 床 版 の 周 囲 に 沿 っ て 連 続 す る

た め 、 ボ ル ト は 凸 部 が 連 続 す る 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 列 す る 。 例 え ば 床 版 本 体 部 の 背 面 に

二 方 向 に リ ブ が 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 図 １ 、 図 ４ に 示 す よ う に ボ ル ト ９ は 例 え ば 凸 部

２ と そ れ に 対 向 す る リ ブ ３ と で 区 画 さ れ る 領 域 （ 凹 部 ） か ら 、 も し く は 凸 部 ２ の 側 面 側 か
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ら 凸 部 ２ を 貫 通 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 対 向 す る 床 版 の 凸 部 が 凸 部 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 配 列 す る 複 数 本 の ボ ル ト で 互 い に 接 合 さ

れ る こ と で 、 対 向 す る 床 版 は 床 版 が 受 け る 上 載 荷 重 に よ る 曲 げ モ ー メ ン ト に 対 し 、 鋼 桁 の

軸 方 向 回 り の 回 転 を 拘 束 さ れ 、 ウ ェ ブ 等 に 剛 に 接 合 さ れ た 状 態 に な る た め 、 曲 げ モ ー メ ン

ト に よ る 床 版 端 部 の 回 転 （ 開 き ） が 防 止 さ れ る 。 床 版 の 幅 方 向 両 端 、 ま た は 軸 方 向 両 端 が

ウ ェ ブ 等 に 剛 に 接 合 さ れ る こ と の 結 果 と し て 、 床 版 は 隣 接 す る 鋼 桁 の ウ ェ ブ 等 間 に 両 端 固

定 状 態 で 支 持 さ れ た 形 に な る た め 、 両 端 が 単 純 支 持 さ れ た 場 合 よ り 床 版 の 幅 方 向 、 あ る い

は 軸 方 向 中 間 部 の 撓 み 量 が 低 減 さ れ る 。 床 版 の 軸 方 向 は 床 版 の 敷 設 状 態 で の 橋 軸 方 向 を 指

し 、 幅 方 向 は 橋 軸 直 角 方 向 を 指 す 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 請 求 項 １ で は 床 版 が 隣 接 す る 鋼 桁 の ウ ェ ブ 等 間 に 両 端 固 定 状 態 で 支 持 さ れ る 形 に な る こ

と で 、 床 版 の 端 部 を 鋼 桁 に 支 持 さ せ な が ら も 、 床 版 端 部 の 回 転 が 拘 束 さ れ 、 対 向 す る 床 版

間 の 開 き が 防 止 さ れ る と 同 時 に 、 幅 方 向 、 も し く は 軸 方 向 中 間 部 の 撓 み が 低 減 さ れ る 。 こ

の 結 果 、 床 版 の 幅 方 向 、 も し く は 軸 方 向 の 中 間 部 が 鋼 桁 上 に 位 置 す る よ う に 床 版 を 配 置 す

る 必 要 性 が な く な り 、 中 間 部 に 鋼 桁 に 接 合 す る た め の 開 口 を 形 成 す る 必 要 も 、 中 間 部 に 鋼

桁 に 接 合 す る た め の 鋼 材 を 予 め 一 体 化 さ せ る 必 要 も な く な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 対 向 す る 凸 部 を 互 い に 接 合 す る ボ ル ト が 凸 部 の 長 さ 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 列 す る こ

と で 、 凸 部 同 士 を そ の 長 さ 方 向 に 連 続 的 に 接 合 す る こ と が で き る た め 、 床 版 の 中 間 部 に 部

分 的 に 形 成 さ れ た 開 口 に お い て せ ん 断 力 伝 達 部 材 を 介 し て 鋼 桁 と 接 合 す る 場 合 よ り 床 版 と

鋼 桁 と の 一 体 化 効 果 が 高 ま る 。 そ の 上 、 床 版 の 中 間 部 に 開 口 を 形 成 す る 場 合 の よ う な 現 場

で の 床 版 の 位 置 調 整 の 必 要 が な い た め 、 現 場 で の 施 工 性 と 施 工 能 率 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 の 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 は 、 鋼 桁 と 、 そ の 上 に

敷 設 さ れ 、 前 記 鋼 桁 上 で 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 と の 接 合 部 構 造 で あ

り 、

　 前 記 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ 上 に 一 体 化 し 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横

リ ブ の 幅 方 向 両 側 に 張 り 出 し た フ ラ ン ジ の 幅 方 向 両 側 位 置 に 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ

ブ に 平 行 に 接 続 板 が 、 そ の 幅 方 向 の 一 部 が 前 記 フ ラ ン ジ の 上 面 よ り 上 方 へ 突 出 し た 状 態 で

接 合 さ れ 、 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 、 背 面 側 の 周 囲 に 周 方 向 に 連 続 す る 凸 部 を 有 す る 前 記 床 版 が

互 い に 対 向 し て 載 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 凸 部 内 に 前 記 接 続 板 が 挿 入 さ れ 、 こ の 対 向 す る 床

版 の 前 記 各 凸 部 間 に 、 前 記 接 続 板 を 貫 通 し て ボ ル ト が 挿 通 し 、 前 記 対 向 す る 床 版 が 前 記 接

続 板 を 介 し て 前 記 鋼 桁 に 接 合 さ れ て い る こ と を 構 成 要 件 と す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 請 求 項 ３ で は 接 続 板 ８ は 図 ２ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に フ ラ ン ジ ７ の 少 な く と も 幅

方 向 両 側 位 置 に 、 ウ ェ ブ ５ 等 に 平 行 に 配 置 さ れ 、 フ ラ ン ジ ７ に 直 交 し て フ ラ ン ジ ７ に 溶 接

等 に よ っ て 接 合 さ れ 、 固 定 さ れ る 。 ボ ル ト ９ は 接 続 板 ８ の 、 フ ラ ン ジ ７ の 上 面 よ り 上 方 へ

突 出 し た 部 分 を 床 版 １ の 凸 部 ２ と 共 に 挿 通 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の 場 合 、 ボ ル ト ９ が 接 続 板 ８ の 、 フ ラ ン ジ ７ の 上 面 よ り 上 方 へ 突 出 し た 部 分 を 挿 通 し

た と き に 、 ボ ル ト ９ は 床 版 １ の 凸 部 ２ と 、 各 凸 部 ２ 内 に 差 し 込 ま れ て い る 接 続 板 ８ を 凸 部

２ の 幅 方 向 に 貫 通 す る た め 、 接 続 板 ８ が フ ラ ン ジ ７ に 溶 接 等 に よ り 固 定 さ れ て い る こ と で

、 フ ラ ン ジ ７ 上 で 対 向 す る 床 版 １ 、 １ は 互 い に 接 合 さ れ る と 同 時 に 、 ウ ェ ブ ５ 等 に も 間 接

的 に 固 定 さ れ た 状 態 に な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ２ に 示 す 例 で は 接 続 板 ８ の 下 部 が フ ラ ン ジ ７ の 下 面 側 に 張 り 出 し て い る が 、 必 ず し も

張 り 出 す 必 要 は な く 、 接 続 板 ８ の 下 側 の 側 面 が フ ラ ン ジ ７ の 下 面 に 揃 え ら れ る か 、 あ る い

は 接 続 板 ８ の 下 側 の 側 面 が フ ラ ン ジ ７ の 端 部 の 上 面 に 載 置 さ れ た 状 態 で 溶 接 等 さ れ る こ と

も あ る 。 接 続 板 ８ の 下 部 が フ ラ ン ジ ７ の 下 面 側 に 張 り 出 す 場 合 に は 、 図 ３ － （ ａ ） に 示 す
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例 の よ う に フ ラ ン ジ ７ の 下 面 側 で ウ ェ ブ ５ 等 を 貫 通 す る ボ ル ト ９ で 互 い に 接 合 さ れ る こ と

も あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ２ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 請 求 項 ３ で は フ ラ ン ジ ７ 上 で 対 向 す る 床 版 １ 、 １ の

凸 部 ２ 、 ２ 同 士 が 図 １ に 示 す 例 の よ う に 請 求 項 １ と 同 じ く 、 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ を 貫 通 す

る ボ ル ト ９ で 接 合 さ れ て い る こ と で 、 各 床 版 １ が 受 け る 上 載 荷 重 に よ る 曲 げ モ ー メ ン ト に

対 し 、 凸 部 ２ が 直 接 、 回 転 を 拘 束 さ れ た 状 態 に な る た め 、 床 版 １ は ウ ェ ブ ５ 等 に 剛 に 接 合

さ れ た 状 態 に な る 。 こ の 結 果 、 図 １ の 例 と 同 じ く 、 床 版 １ は 隣 接 す る 鋼 桁 ４ 、 ４ （ ウ ェ ブ

５ 、 ５ 等 ） 間 に 両 端 固 定 状 態 で 支 持 さ れ た 形 に な り 、 曲 げ モ ー メ ン ト に よ る 床 版 間 の 開 き

が 防 止 さ れ る と 同 時 に 、 幅 方 向 、 も し く は 軸 方 向 中 間 部 の 撓 み 量 が 低 減 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 請 求 項 ３ に お い て 特 に 図 ２ － （ ｂ ） に 示 す よ う に フ ラ ン ジ ７ 上 の 幅 方 向 中 央 部 等 に 接 続

板 ８ が 溶 接 等 に よ っ て 突 設 （ 固 定 ） さ れ 、 こ の フ ラ ン ジ ７ 上 の 接 続 板 ８ を 、 フ ラ ン ジ ７ 上

で 対 向 す る 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ を 挿 通 し た ボ ル ト ９ が 貫 通 し て い る 場 合 （ 請 求 項 ４ ）

に は 、 図 １ に 示 す 例 と 同 様 に フ ラ ン ジ ７ 上 の 、 対 向 す る 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ 同 士 が ボ

ル ト ９ を 介 し て フ ラ ン ジ ７ 上 の 接 続 板 ８ に 固 定 さ れ た 状 態 に な る 。 こ の 場 合 も 、 凸 部 ２ 、

２ 間 の フ ラ ン ジ ７ 上 に 突 設 さ れ る 接 続 板 は １ 枚 に 限 ら れ な い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の 場 合 （ 請 求 項 ４ で は ） 、 対 向 す る 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ 間 を 貫 通 す る ボ ル ト ９ が

各 凸 部 ２ 内 に 挿 入 さ れ て い る 接 続 板 ８ と 、 フ ラ ン ジ ７ 上 に 突 設 さ れ た 接 続 板 ８ を 貫 通 す る

こ と で 、 床 版 １ が 上 載 荷 重 に よ り 曲 げ モ ー メ ン ト を 受 け た と き の ボ ル ト ９ に 対 す る 拘 束 効

果 が 期 待 さ れ る た め 、 床 版 １ の 変 形 に 対 す る 安 定 性 と 曲 げ モ ー メ ン ト に 対 す る 耐 力 が 向 上

す る 利 点 が あ る 。 ま た 床 版 １ が ウ ェ ブ ５ 等 に 対 し て ウ ェ ブ ５ 等 の 軸 方 向 に 相 対 移 動 し よ う

と す る 力 を 受 け た と き に 、 フ ラ ン ジ ７ 上 の 接 続 板 ８ が せ ん 断 抵 抗 力 を 発 揮 す る た め 、 ウ ェ

ブ ５ 等 に 対 す る 床 版 １ の ず れ に 対 す る 安 定 性 も 向 上 す る 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 の 鋼 桁 と コ ン ク リ ー ト 床 版 と の 接 合 部 構 造 は 、 鋼 桁 と 、 そ の 上 に

敷 設 さ れ 、 前 記 鋼 桁 上 で 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 と の 接 合 部 構 造 で あ

り 、

　 前 記 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ 上 に 一 体 化 し 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横

リ ブ の 幅 方 向 両 側 に 張 り 出 し た フ ラ ン ジ の 幅 方 向 両 側 位 置 に 、 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ

ブ に 平 行 に 接 続 板 が 、 そ の 幅 方 向 の 一 部 が 前 記 フ ラ ン ジ の 上 面 よ り 上 方 へ 突 出 す る と 共 に

、 前 記 フ ラ ン ジ の 下 面 よ り 下 方 へ 突 出 し た 状 態 で 配 置 さ れ 、 前 記 フ ラ ン ジ 上 に 、 背 面 側 の

周 囲 に 周 方 向 に 連 続 す る 凸 部 を 有 す る 床 版 が 互 い に 対 向 し て 載 置 さ れ る と 共 に 、 前 記 凸 部

内 に 前 記 接 続 板 が 挿 入 さ れ 、 前 記 接 続 板 の 、 前 記 フ ラ ン ジ の 下 面 よ り 下 方 へ 突 出 し た 部 分

間 に 前 記 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ を 貫 通 し て ボ ル ト が 挿 通 し 、 前 記 対 向 す る 床 版 が 前 記 接

続 板 を 介 し て 前 記 鋼 桁 に 接 合 さ れ て い る こ と を 構 成 要 件 と す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 請 求 項 ５ で は 図 ３ － （ ａ ） に 示 す よ う に フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 位 置 に 配 置 さ れ る 接 続

板 ８ 、 ８ が フ ラ ン ジ ７ の 上 方 と 下 方 へ 突 出 し 、 接 続 板 ８ 、 ８ の 、 少 な く と も フ ラ ン ジ ７ の

下 面 よ り 下 方 へ 突 出 し た 部 分 間 を ウ ェ ブ ５ と 共 に ボ ル ト ９ が フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 に 貫 通 す

る こ と で 、 接 続 板 ８ 、 ８ が ウ ェ ブ ５ 等 に 固 定 さ れ た 状 態 に な る た め 、 接 続 板 ８ 、 ８ は 必 ず

し も フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 位 置 に お い て フ ラ ン ジ ７ に 溶 接 等 に よ っ て 固 定 さ れ る 必 要 は

な い 。 但 し 、 フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ 、 ８ が ウ ェ ブ ５ 等 を 貫 通 す る ボ

ル ト ９ の み に よ っ て ウ ェ ブ ５ 等 に 固 定 さ れ る 場 合 に は 、 床 版 １ 、 １ を 支 持 し た 状 態 で の 接

続 板 ８ 、 ８ の 安 定 性 を 確 保 す る た め に 、 接 続 板 ８ 、 ８ を フ ラ ン ジ ７ の 端 部 に 溶 接 等 に よ っ

て 固 定 す る こ と も あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ３ － （ ａ ） に お い て フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 の 接 続 板 ８ が フ ラ ン ジ ７ に 溶 接 さ れ て い

な い 場 合 に は 、 接 続 板 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 と の 間 の ク リ ア ラ ン ス の 存 在 に よ る 接 続 板 ８ の 転 倒
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（ 傾 斜 ） を 防 止 す る た め に 、 フ ラ ン ジ ７ を 挟 ん で 対 向 す る 接 続 板 ８ 、 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 と の

間 に 間 隔 保 持 材 １ １ が 介 在 さ せ ら れ 、 各 接 続 板 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 と の 間 の 間 隔 が 保 持 さ れ る

（ 請 求 項 ９ ） 。 間 隔 保 持 材 １ １ に は 図 示 す る よ う に 厚 さ 方 向 に 重 な る プ レ ー ト （ 板 ） 状 の

部 材 、 ま た は 対 向 す る 接 続 板 ８ 、 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 と の 間 の 間 隔 を 保 持 す る 筒 （ ス リ ー ブ ）

状 の 部 材 等 が 使 用 さ れ る 。 間 隔 保 持 材 １ １ は 対 向 す る 接 続 板 ８ 、 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 と の 間 の

間 隔 を 保 持 す る 役 目 を 果 た せ れ ば 、 形 態 を 問 わ な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 請 求 項 ５ で は 接 続 板 ８ 、 ８ の 、 フ ラ ン ジ ７ の 下 面 よ り 下 に 位 置 す る 部 分 間 を ウ ェ ブ ５ 等

と 共 に ボ ル ト ９ が 挿 通 す る 結 果 と し て 、 接 続 板 ８ 、 ８ が ウ ェ ブ ５ 等 に 固 定 さ れ る た め 、 フ

ラ ン ジ ７ 上 で 対 向 す る 床 版 １ 、 １ は 各 凸 部 ２ 内 に 接 続 板 ８ が 差 し 込 ま れ る こ と で 、 互 い に

接 合 さ れ る 。 同 時 に 、 接 続 板 ８ 、 ８ が ウ ェ ブ ５ 等 に 固 定 さ れ て い る こ と で 、 床 版 １ 、 １ は

間 接 的 に ウ ェ ブ ５ 等 に も 固 定 さ れ た 状 態 に な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 請 求 項 ５ で は 床 版 １ が 鋼 桁 ４ の フ ラ ン ジ ７ 上 に 載 置 さ れ な が ら 、 凸 部 ２ に 差 し 込 ま れ る

接 続 板 ８ が ボ ル ト ９ に よ り ウ ェ ブ ５ 等 に 接 合 さ れ る こ と で 、 床 版 １ か ら の 上 載 荷 重 は 鋼 桁

４ の フ ラ ン ジ ７ と ウ ェ ブ ５ 等 に 分 散 し て 負 担 さ れ る こ と に な る た め 、 図 ３ に お け る フ ラ ン

ジ ７ の 幅 方 向 両 側 の 接 続 板 ８ が 不 在 で 、 フ ラ ン ジ ７ が そ の 上 で 対 向 す る 両 床 版 １ 、 １ の 全

荷 重 を 負 担 す る 場 合 よ り フ ラ ン ジ ７ の 負 担 は 軽 減 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 床 版 １ の 凸 部 ２ に 一 体 化 す る 接 続 板 ８ 、 ８ は フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る こ

と か ら 、 フ ラ ン ジ ７ の 幅 が 大 き け れ ば 、 フ ラ ン ジ ７ 上 に 載 る 凸 部 ２ の 幅 （ 面 積 ） が 大 き く

な る た め 、 フ ラ ン ジ ７ の 負 担 割 合 が 大 き く な る 。 一 方 、 フ ラ ン ジ ７ 上 で 対 向 す る 床 版 １ 、

１ の 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 間 隔 を 確 保 し 易 く な る た め 、 請 求 項 ６ に 記 載 の よ う に フ ラ ン ジ ７ 上 で

対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に ボ ル ト ９ を 挿 通 さ せ る 場 合 に 、 図 ２ － （ ｂ ） の 例 と 同 様 に 、 図 ３

－ （ ａ ） に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に フ ラ ン ジ ７ 上 の 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 接 続 板 ８ を 配 置

し 、 フ ラ ン ジ ７ に 固 定 す る こ と が 可 能 に な る （ 請 求 項 ７ ） 。 そ の 場 合 に は 前 記 の 請 求 項 ４

と 同 じ 効 果 が 期 待 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 フ ラ ン ジ ７ 上 で 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 付 加 さ れ る フ ラ ン ジ ７ 上 の 接 続 板 ８ は 請 求 項 ３

と 同 じ く 、 フ ラ ン ジ ７ 上 に 、 フ ラ ン ジ ７ （ ウ ェ ブ ５ 等 ） の 長 さ 方 向 （ 軸 方 向 ） を 向 い て 突

設 さ れ 、 フ ラ ン ジ ７ 上 に 載 置 さ れ た 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ が フ ラ ン ジ ７ 上 の 接 続 板 を 挟

ん で 対 向 す る （ 請 求 項 ７ ） 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ３ － （ ａ ） の フ ラ ン ジ ７ 上 に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 図 ２ － （ ｂ ） と 同 様 に フ ラ ン ジ ７

上 の 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 、 フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 の 接 続 板 ８ と は 別 の 接 続 板 ８ を 固

定 し た 場 合 （ 請 求 項 ７ ） に は 、 凸 部 ２ 、 ２ 間 の 接 続 板 ８ を 二 点 鎖 線 で 示 す ボ ル ト ９ が 挿 通

す る こ と で （ 請 求 項 ６ ） 、 請 求 項 ４ と 同 じ く 、 床 版 １ が 上 載 荷 重 に よ る 曲 げ モ ー メ ン ト を

受 け た と き の ボ ル ト ９ に 対 す る 拘 束 効 果 に よ り 床 版 １ の 変 形 に 対 す る 安 定 性 と 曲 げ モ ー メ

ン ト に 対 す る 耐 力 が 向 上 す る 。 そ の 上 、 床 版 １ が ウ ェ ブ ５ 等 に 対 し て ウ ェ ブ ５ 等 の 軸 方 向

に 相 対 移 動 し よ う と す る 力 を 受 け た と き に 、 フ ラ ン ジ ７ 上 の 接 続 板 ８ が せ ん 断 抵 抗 力 を 発

揮 す る た め 、 ウ ェ ブ ５ 等 に 対 す る 床 版 １ の ず れ に 対 す る 安 定 性 も 向 上 す る 。 こ の 場 合 も 、

凸 部 ２ 、 ２ 間 の フ ラ ン ジ ７ 上 に 突 設 さ れ る 接 続 板 は １ 枚 に 限 ら れ な い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ３ の 例 （ 請 求 項 ５ ） で は 接 続 板 ８ 、 ８ は 少 な く と も フ ラ ン ジ ７ の 下 面 よ り 下 方 へ 突 出

し た 部 分 間 を 貫 通 す る ボ ル ト ９ に よ っ て ウ ェ ブ ５ 等 に 固 定 さ れ る こ と か ら 、 フ ラ ン ジ ７ の

幅 方 向 両 側 の 接 続 板 ８ が フ ラ ン ジ ７ に 溶 接 さ れ て い な い 場 合 に は 、 各 床 版 １ に 作 用 す る 曲

げ モ ー メ ン ト に よ る 凸 部 ２ の 回 転 中 心 が ボ ル ト ９ の 軸 線 上 に 位 置 す る こ と で 、 図 １ 、 図 ２

の 例 と の 対 比 で は 凸 部 ２ の 拘 束 効 果 が 低 下 す る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 そ こ で 、 図 ３ － （ ａ ） に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 図 ２ の 例 と 同 様 に 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ と

10

20

30

40

50



(9) JP  6192302  B2  2017.9.6

、 そ れ ぞ れ の 内 部 に 挿 入 さ れ て い る 接 続 板 ８ 、 ８ を 貫 通 す る ボ ル ト ９ に よ っ て 凸 部 ２ 、 ２

同 士 の 接 合 が 補 わ れ る こ と も あ る （ 請 求 項 ６ ） 。 但 し 、 ウ ェ ブ ５ 等 を 貫 通 す る ボ ル ト ９ に

よ る 接 続 板 ８ 、 ８ 同 士 の 接 合 状 態 が 維 持 さ れ る 限 り 、 床 版 １ 端 部 の 回 転 が 拘 束 さ れ 、 対 向

す る 床 版 １ 、 １ 間 の 開 き が 防 止 さ れ る と 同 時 に 、 幅 方 向 、 も し く は 軸 方 向 中 間 部 の 撓 み は

低 減 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 請 求 項 ６ で は 請 求 項 ５ に お け る ウ ェ ブ ５ 、 も し く は 横 リ ブ を 貫 通 す る ボ ル ト ９ に 加 え 、

フ ラ ン ジ ７ 上 に 対 向 し て 載 置 さ れ た 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ を ボ ル ト ９ が 挿 通 し 、 そ の ボ

ル ト ９ が 凸 部 ２ 、 ２ と 共 に そ の 内 部 に 挿 入 さ れ た 接 続 板 ８ 、 ８ を 貫 通 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ２ － （ ｂ ） 及 び 図 ３ － （ ａ ） の よ う に フ ラ ン ジ ７ 上 に 接 続 板 ８ が 突 設 さ れ た 場 合 （ 請

求 項 ４ 、 ７ ） に 、 フ ラ ン ジ ７ 上 で 対 向 す る 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ 間 に ク リ ア ラ ン ス が 確

保 さ れ 、 こ の ク リ ア ラ ン ス に 充 填 材 １ ０ が 充 填 さ れ て い る 場 合 （ 請 求 項 ９ ） に は 、 そ の フ

ラ ン ジ ７ 上 の 接 続 板 ８ の 挿 通 孔 内 に 充 填 材 １ ０ が 充 填 さ れ る こ と で 、 床 版 １ と 接 続 板 ８ が

相 対 移 動 （ ず れ ） を 起 こ そ う と す る と き に 、 充 填 材 １ ０ が 相 対 移 動 を 阻 止 す る よ う に 働 く

た め 、 床 版 １ と 接 続 板 ８ と の 一 体 性 が 向 上 す る 利 点 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た フ ラ ン ジ ７ 上 に 接 続 板 ８ が 突 設 さ れ ず 、 凸 部 ２ 、 ２ 間 に ボ ル ト ９ が 挿 通 す る だ け の

場 合 に は 、 充 填 材 １ ０ は ボ ル ト ９ を 外 気 か ら 保 護 し 、 ボ ル ト ９ の 表 面 と の 間 の 付 着 力 を 増

す 働 き を す る 。 フ ラ ン ジ ７ 上 に 接 続 板 ８ が 突 設 さ れ ず 、 凸 部 ２ 、 ２ 間 に ボ ル ト ９ が 挿 通 し

な い 場 合 に は 、 充 填 材 １ ０ は 隣 接 す る 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ 間 の ク リ ア ラ ン ス を 埋 め 、

床 版 １ 、 １ 間 の 表 面 を 平 坦 に す る 役 目 を 果 た す 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ３ に 示 す 例 に お い て フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ が フ ラ ン ジ ７ に 溶 接

さ れ て い る 場 合 に は 、 床 版 １ に 作 用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト に よ る 凸 部 ２ の 回 転 中 心 は フ ラ ン

ジ ７ と 接 続 板 ８ の 接 合 部 に な る た め 、 接 続 板 ８ が 溶 接 等 さ れ て い な い 場 合 よ り 凸 部 ２ の 回

転 に 対 す る 安 定 性 は 高 い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 一 方 、 図 ３ － （ ａ ） の 例 に お い て フ ラ ン ジ ７ の 幅 が 小 さ け れ ば 、 フ ラ ン ジ ７ を 挟 ん だ 接

続 板 ８ 、 ８ 間 の 距 離 が 短 縮 さ れ 、 接 続 板 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 と の 距 離 が 小 さ く な る た め 、 接 続

板 ８ を ウ ェ ブ ５ 等 に 接 合 す る ボ ル ト ９ の 長 さ が 短 縮 さ れ 、 ボ ル ト ９ が 受 け る 曲 げ モ ー メ ン

ト が 低 減 さ れ る 。 フ ラ ン ジ ７ 上 で 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ は 互 い に 接 触 し た 状 態 で フ ラ ン ジ ７

上 に 載 置 さ れ る こ と も あ り 、 そ の 場 合 も 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に ボ ル ト ９ が 挿 通 す る こ と

が あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 以 上 の よ う に 請 求 項 ３ ～ 請 求 項 ８ （ 図 ２ 、 図 ３ ） に お い て も 、 ボ ル ト ９ に よ る 接 続 板 ８

、 ８ 同 士 の 接 合 状 態 が 維 持 さ れ れ ば 、 床 版 １ の 幅 方 向 、 も し く は 軸 方 向 の 中 間 部 が 鋼 桁 ４

上 に 位 置 す る よ う に 床 版 １ を 配 置 す る 必 要 性 が な く な り 、 中 間 部 に 鋼 桁 ４ に 接 合 す る た め

の 開 口 を 形 成 す る 必 要 も 、 中 間 部 に 鋼 桁 ４ に 接 合 す る た め の 鋼 材 を 予 め 一 体 化 さ せ る 必 要

も な く な る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ を 互 い に 接 合 す る ボ ル ト ９ が 凸 部 ２ の 長 さ 方 向 に 間 隔 を 置 い て

配 列 す る こ と で 、 凸 部 ２ 、 ２ 同 士 を そ の 長 さ 方 向 に 連 続 的 に 接 合 す る こ と が で き る た め 、

床 版 １ の 中 間 部 に 部 分 的 に 形 成 さ れ た 開 口 に お い て せ ん 断 力 伝 達 部 材 を 介 し て 鋼 桁 と 接 合

す る 場 合 よ り 床 版 １ と 鋼 桁 ４ と の 一 体 化 効 果 が 高 ま る 。 そ の 上 、 床 版 １ の 中 間 部 に 開 口 を

形 成 す る 場 合 の よ う な 現 場 で の 床 版 の 位 置 調 整 の 必 要 が な い た め 、 現 場 で の 施 工 性 と 施 工

能 率 が 向 上 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 図 ２ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ が フ ラ

ン ジ ７ に 溶 接 等 に よ っ て 固 定 さ れ る 場 合 、 ま た は 図 ３ に 示 す よ う に フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両
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側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ が 接 続 板 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 を 貫 通 す る ボ ル ト ９ に よ っ て ウ ェ ブ ５ 等 に

直 接 、 固 定 さ れ る 場 合 、 ま た は フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ が フ ラ ン ジ ７

に 固 定 さ れ る 場 合 に は 、 床 版 １ は 単 純 に 凸 部 ２ 内 に 接 続 板 ８ が 差 し 込 ま れ 、 接 続 板 ８ に 支

持 さ れ る こ と に よ り ウ ェ ブ ５ 等 に 支 持 さ れ た 状 態 に な る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 ２ 、 図 ３ の い ず れ の 例 に お い て も 、 フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ の 上

側 は フ ラ ン ジ ７ の 上 面 よ り 上 方 へ 突 出 し 、 こ の フ ラ ン ジ ７ か ら 突 出 し た 接 続 板 ８ が 床 版 １

の 凸 部 ２ 内 に 差 し 込 ま れ 、 接 続 板 ８ と 床 版 １ の 凸 部 ２ と が 一 体 化 す る 。 床 版 １ は 接 続 板 ８

が 凸 部 ２ 内 に 予 め 差 し 込 ま れ た 状 態 で 製 作 さ れ る 場 合 と 、 現 場 で 接 続 板 ８ 上 に 落 と し 込 ま

れ る こ と で 、 接 続 板 ８ と 一 体 化 す る 場 合 が あ る 。 後 者 の 場 合 、 接 続 板 ８ は 凸 部 ２ に 下 面 側

か ら 形 成 さ れ た 溝 内 に 差 し 込 ま れ て 床 版 １ に 一 体 化 す る 。 こ の と き 、 凸 部 ２ の 溝 内 に は 接

続 板 ８ と の 間 の ク リ ア ラ ン ス を 埋 め る モ ル タ ル 、 コ ン ク リ ー ト 、 接 着 剤 等 の 充 填 材 が 充 填

さ れ る こ と も あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 床 版 の 運 搬 効 率 の 面 か ら は 、 床 版 か ら 接 続 板 を 突 出 さ せ る 必 要 が な い 点 で 、 接 続 板 を 現

場 で 床 版 に 一 体 化 さ せ る 後 者 の 方 法 が 適 す る が 、 床 版 と 接 続 板 と の 一 体 性 確 保 の 面 と 現 場

で の 作 業 性 の 面 か ら は 、 接 続 板 を 予 め 凸 部 に 埋 設 す る 前 者 の 方 法 が 適 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 前 者 の 方 法 で は 接 続 板 を 凸 部 に 予 め 一 体 化 さ せ る こ と に な る が 、 接 続 板 の 突 出 位 置 が 床

版 の 周 囲 に 限 ら れ る た め 、 凸 部 の 幅 方 向 に ず ら し て 床 版 を 重 ね る こ と で 、 複 数 枚 の 床 版 を

積 載 す る こ と は 可 能 で あ る か ら 、 運 搬 効 率 が 格 別 、 低 下 す る こ と は な い 。 こ の 点 、 鋼 材 が

床 版 の 幅 方 向 中 間 部 に 突 出 す る た め に 、 幅 方 向 に ず ら し て 重 ね る こ と が 困 難 な 特 許 文 献 ４

の 床 版 と 相 違 す る 。 一 方 、 床 版 の 製 作 時 （ コ ン ク リ ー ト 打 設 時 ） に 接 続 板 を 凸 部 の 位 置 に

予 め 埋 設 す る こ と が で き る た め 、 製 作 精 度 （ 接 続 板 の 配 置 精 度 ） が 確 保 さ れ る 上 、 現 場 で

の 位 置 決 め 作 業 を 要 し な い 利 点 も あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 請 求 項 １ で は 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ 上 に 一 体 化 し た フ ラ ン ジ 上 に 接

続 板 を 突 設 し 、 フ ラ ン ジ 上 に 、 凸 部 を 有 す る 床 版 を 、 接 続 板 を 挟 ん で 対 向 さ せ て 載 置 し 、

対 向 す る 床 版 の 各 凸 部 間 に 、 接 続 板 を 貫 通 す る ボ ル ト を 挿 通 さ せ る こ と で 、 対 向 す る 床 版

を 互 い に 接 合 し な が ら 、 接 続 板 に 接 合 す る た め 、 床 版 の 端 部 を 鋼 桁 に 支 持 さ せ な が ら も 、

ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ に 床 版 を 剛 に 接 合 し た 状 態 を 得 る こ と が で き 、 曲 げ モ ー メ ン ト に

よ る 床 版 間 の 開 き を 防 止 し 、 幅 方 向 、 も し く は 軸 方 向 中 間 部 の 撓 み を 防 止 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 請 求 項 ３ で は 鋼 桁 の 一 部 で あ る ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ 上 に 一 体 化 し た フ ラ ン ジ の 幅 方

向 両 側 位 置 に 、 フ ラ ン ジ よ り 上 方 へ 突 出 さ せ て 接 続 板 を 配 置 し 、 フ ラ ン ジ 上 に 、 凸 部 を 有

す る 床 版 を 互 い に 対 向 さ せ て 載 置 す る と 共 に 、 凸 部 内 に 接 続 板 を 挿 入 し 、 接 続 板 間 に ボ ル

ト が 挿 通 す る こ と で 、 対 向 す る 床 版 を 接 合 し な が ら 、 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ に 接 合 す る

た め 、 床 版 の 端 部 を 鋼 桁 に 支 持 さ せ な が ら も 、 ウ ェ ブ 、 も し く は 横 リ ブ に 床 版 を 剛 に 接 合

し た 状 態 を 得 る こ と が で き 、 曲 げ モ ー メ ン ト に よ る 床 版 間 の 開 き を 防 止 し 、 中 間 部 の 撓 み

を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 請 求 項 １ 、 ３ 共 、 床 版 の 幅 方 向 、 も し く は 軸 方 向 の 中 間 部 の 位 置 で 床 版 を 鋼 桁 に 支 持 さ

せ る 場 合 の よ う に 中 間 部 に 鋼 桁 と の 接 合 の た め の 開 口 を 形 成 す る 必 要 が な い た め 、 中 間 部

に 鋼 桁 に 接 合 す る た め の 鋼 材 を 予 め 一 体 化 さ せ る 必 要 も な い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 請 求 項 １ 、 ３ 共 、 対 向 す る 凸 部 を 互 い に 接 合 す る ボ ル ト が 凸 部 の 長 さ 方 向 に 間 隔 を

置 い て 配 列 す る こ と で 、 凸 部 同 士 を そ の 長 さ 方 向 に 連 続 的 に 接 合 す る こ と が で き る た め 、

床 版 の 中 間 部 に 部 分 的 に 形 成 さ れ た 開 口 に お い て せ ん 断 力 伝 達 部 材 を 介 し て 鋼 桁 と 接 合 す
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る 場 合 よ り 床 版 と 鋼 桁 と の 一 体 化 効 果 が 高 ま る 。 そ の 上 、 床 版 の 中 間 部 に 開 口 を 形 成 す る

場 合 の よ う な 現 場 で の 床 版 の 位 置 調 整 の 必 要 が な い た め 、 現 場 で の 施 工 性 が 向 上 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ５ ６ 】

【 図 １ 】 （ ａ ） は 鋼 桁 の ウ ェ ブ 等 に 一 体 化 し た フ ラ ン ジ に 接 続 板 を 固 定 し 、 フ ラ ン ジ 上 で

対 向 す る 床 版 を 各 床 版 の 凸 部 と 接 続 板 を 貫 通 す る ボ ル ト で 接 合 し た 場 合 の 例 を 示 し た （ ｂ

） の ｘ － ｘ 線 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） と （ ｃ ） に 示 す 対 向 す る 床 版 の 背 面 側 の 様 子 を 示 し

た （ ａ ） の ｙ － ｙ 線 断 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） に お け る ボ ル ト を 湾 曲 さ せ た 形 状 に 形 成 し た

場 合 の 接 合 部 の 様 子 を 示 し た （ ｂ ） の ｘ － ｘ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 図 １ に 示 す 接 続 板 を フ ラ ン ジ の 幅 方 向 両 側 に 接 合 す る と 共 に 、 各 接 続 板

を 各 床 版 の 凸 部 内 に 差 し 込 ん だ 状 態 で 、 対 向 す る 床 版 を 各 床 版 の 凸 部 と 接 続 板 を 貫 通 す る

ボ ル ト で 接 合 し た 場 合 の 例 を 示 し た 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お け る フ ラ ン ジ 上 に も 図

１ に 示 す 接 続 板 を 接 合 し 、 こ の 接 続 板 に も 対 向 す る 床 版 を 貫 通 す る ボ ル ト を 挿 通 さ せ た 場

合 の 例 を 示 し た 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 接 続 板 を フ ラ ン ジ の 幅 方 向 両 側 に 配 置 す る と 共 に 、 各 接 続 板 を 各 床 版 の

凸 部 内 に 差 し 込 ん だ 状 態 で 、 対 向 す る 床 版 を 対 向 す る 接 続 板 と ウ ェ ブ 等 を 貫 通 す る ボ ル ト

で 間 接 的 に 接 合 し た 場 合 の 例 を 示 し た （ ｂ ） の ｘ － ｘ 線 断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に 示 す 対

向 す る 床 版 の 背 面 側 の 様 子 を 示 し た （ ａ ） の ｙ － ｙ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 （ ａ ） は 鋼 桁 の 橋 軸 直 角 方 向 を 向 く ウ ェ ブ 等 上 で 橋 軸 方 向 に 隣 接 す る 床 版 を 橋 軸

方 向 を 向 く ボ ル ト で 接 合 し た 様 子 を 示 し た 床 版 の 背 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の ｘ － ｘ 線 断 面

図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の ｙ － ｙ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 主 桁 と 横 桁 を 有 す る 鋼 桁 上 に 床 版 を 敷 設 し た 様 子 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 （ ａ ）

は 俯 瞰 図 、 （ ｂ ） は 仰 観 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 鋼 桁 上 の 床 版 を 不 在 に し た 様 子 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 （ ａ ） は 俯 瞰

図 、 （ ｂ ） は 仰 観 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 １ に 示 す 床 版 の 接 合 例 の 接 合 部 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 （ ａ ） は 俯 瞰 図 、 （ ｂ

） は 仰 観 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 接 合 部 を 、 床 版 を 省 略 し て 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 （ ａ ） は 俯 瞰 図 、 （

ｂ ） は 仰 観 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 図 １ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 図 ６ に 示 す よ う な 鋼 桁 ４ と 、 図 ５ に 示 す よ う に 鋼 桁 ４ の 上 に 敷

設 さ れ 、 鋼 桁 ４ 上 で 隣 接 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 １ 、 １ と を 、 鋼 桁 ４ の フ

ラ ン ジ ７ 上 に 突 設 さ れ た 接 続 板 ８ を 介 し て 接 合 し た 場 合 の 接 合 例 を 示 し て い る 。 床 版 １ は

隣 接 す る 床 版 １ と の 接 合 の た め と 、 床 版 １ 自 身 の 曲 げ 剛 性 を 確 保 す る た め に 、 背 面 側 の 周

囲 （ 少 な く と も 長 さ 方 向 （ 橋 軸 方 向 ） の 両 端 ） に 周 方 向 に 連 続 す る 凸 部 ２ を 有 す る 形 状 を

す る 。 床 版 １ は 主 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 製 作 さ れ る 。 コ ン ク リ ー ト に 代 わ っ て 補 強 繊 維

が 混 入 さ れ た モ ル タ ル が 使 用 さ れ る こ と も あ る が 、 実 質 的 に は プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト

と 同 等 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 １ － （ ａ ） 、 （ ｃ ） は 鋼 桁 ４ の フ ラ ン ジ ７ 上 で 隣 接 （ 対 向 ） す る 床 版 １ 、 １ が フ ラ ン

ジ ７ に 支 持 さ れ た 状 態 で 、 床 版 １ 、 １ の 各 凸 部 ２ 、 ２ 間 を フ ラ ン ジ ７ 上 に 固 定 さ れ た 接 続

板 ８ と 共 に ボ ル ト ９ が 貫 通 す る こ と に よ り 両 床 版 １ 、 １ が 互 い に 接 合 さ れ て い る 様 子 を 示

し 、 （ ｂ ） の ｘ － ｘ 線 の 断 面 を 示 し て い る 。 図 １ － （ ｂ ） は 互 い に 接 合 さ れ た 床 版 １ 、 １

を 背 面 側 か ら 見 た 様 子 を 示 し 、 （ ａ ） 、 （ ｃ ） の フ ラ ン ジ ７ 上 面 を 通 る ｙ － ｙ 線 の 断 面 を

示 し て い る 。 図 １ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す 床 版 １ 、 １ 同 士 の 接 合 部 を 抜 き 出 し た 様 子 を 図

７ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 、 図 ７ 中 の 床 版 １ 、 １ を 省 略 し た 様 子 を 図 ８ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示

し て い る 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】

　 図 示 す る 例 で は 床 版 １ 自 身 の 曲 げ 剛 性 を 更 に 高 め 、 曲 げ 剛 性 に 方 向 性 を 持 た せ な い （ 二

方 向 の 曲 げ 剛 性 に 差 が な い よ う に す る ） た め に 、 長 さ 方 向 両 端 の 凸 部 ２ に 囲 ま れ た 内 側 の

領 域 に 二 方 向 の リ ブ ３ を 格 子 状 に 突 設 し て い る が 、 一 方 向 に の み 、 幅 方 向 に 並 列 す る リ ブ

３ を 突 設 す る こ と も あ る 。 そ の 場 合 、 リ ブ ３ の 長 さ 方 向 を 床 版 １ の 幅 方 向 （ 橋 軸 直 角 方 向

） に 向 け る か 、 軸 方 向 （ 橋 軸 方 向 ） に 向 け る か は 、 床 版 １ が 鋼 桁 ４ の 主 桁 ４ １ に 支 持 さ れ

る か 、 横 桁 ４ ２ に 支 持 さ れ る か に 応 じ て 決 ま る 。 床 版 １ が 主 桁 ４ １ の ウ ェ ブ ５ に 支 持 さ れ

る 場 合 、 リ ブ ３ は 橋 桁 （ 床 版 １ ） の 幅 方 向 （ 橋 軸 直 角 方 向 ） を 向 き 、 横 桁 ４ ２ の ウ ェ ブ ５

（ 横 リ ブ ６ ） に 支 持 さ れ る 場 合 に は リ ブ ３ は 床 版 １ の 長 さ 方 向 （ 橋 軸 方 向 ） を 向 く 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 鋼 桁 ４ の 一 部 で あ る せ ん 断 抵 抗 要 素 と し て の ウ ェ ブ ５ 、 も し く は 横 リ ブ ６ 上 に は 曲 げ 抵

抗 要 素 と し て の フ ラ ン ジ ７ が 、 ウ ェ ブ ５ 、 も し く は 横 リ ブ ６ の 幅 方 向 両 側 に 張 り 出 し た 状

態 で 溶 接 等 に よ り 一 体 化 す る 。 フ ラ ン ジ ７ 上 に 、 ウ ェ ブ ５ 、 も し く は 横 リ ブ ６ に 平 行 に 、

隣 接 す る 床 版 １ 、 １ を 接 合 す る た め の １ 枚 、 も し く は 複 数 枚 の 接 続 板 ８ が 突 設 さ れ る 。 前

記 の よ う に 接 続 板 ８ に は 主 に プ レ ー ト （ 鋼 板 ） が 使 用 さ れ る が 、 Ｆ Ｒ Ｐ 等 、 繊 維 強 化 プ ラ

ス チ ッ ク 等 の 板 が 使 用 さ れ る こ と も あ る 。 接 続 板 ８ が プ レ ー ト の 場 合 に は フ ラ ン ジ ７ に 溶

接 さ れ る が 、 Ｆ Ｒ Ｐ 等 の 場 合 、 フ ラ ン ジ に は 接 着 、 溶 着 等 に よ り 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ウ ェ ブ ５ は 図 ４ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 橋 軸 方 向 を 向 く 主 桁 ４ １ の ウ ェ ブ を 指 し 、 横 リ ブ ６

は 橋 軸 直 角 方 向 を 向 く 横 桁 ４ ２ の ウ ェ ブ を 指 す 。 以 下 、 場 合 に 応 じ 、 ウ ェ ブ ５ と 横 リ ブ ６

を 合 わ せ て 「 ウ ェ ブ ５ 等 」 と 言 う 。 フ ラ ン ジ ７ は ウ ェ ブ ５ 等 に 主 に 溶 接 等 に よ っ て 固 定 さ

れ 、 接 続 板 ８ は フ ラ ン ジ ７ に 溶 接 等 に よ っ て 固 定 さ れ る が 、 例 え ば フ ラ ン ジ ７ と 接 続 板 ８

が 予 め 一 体 化 し た Ｔ 形 断 面 の 鋼 材 を ウ ェ ブ ５ 等 に 溶 接 す る こ と に よ っ て も ウ ェ ブ ５ 等 上 に

接 続 板 ８ が 突 設 さ れ る 形 に な る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 １ 枚 の 床 版 １ が 図 ５ に 示 す よ う に 橋 桁 の 全 幅 に 亘 る 長 さ を 持 っ て 製 作 さ れ る 場 合 、 床 版

１ は 橋 軸 方 向 に 隣 接 し な が ら 配 列 す る た め 、 橋 軸 方 向 に 隣 接 す る 床 版 １ 、 １ は 図 ４ － （ ｂ

） に 示 す よ う に 横 リ ブ ６ 上 で 対 向 し た 状 態 で 接 合 さ れ る 。 床 版 １ は 橋 桁 の 全 幅 を 複 数 に 区

分 し た 幅 を 持 っ て 製 作 さ れ る こ と も あ り 、 そ の 場 合 に は 橋 桁 の 幅 方 向 （ 橋 軸 直 角 方 向 ） に

も 隣 接 し な が ら 配 列 す る た め 、 隣 接 す る 床 版 １ 、 １ は 主 桁 ４ １ の ウ ェ ブ 上 で 対 向 し た 状 態

で 接 合 さ れ る こ と に な る 。 図 ５ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 図 ６ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す 主 桁 ４ １

と 横 桁 ４ ２ 上 に 、 橋 桁 の 全 幅 に 亘 る 長 さ を 持 つ 床 版 １ を 敷 設 し た 様 子 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 １ に 示 す 接 合 例 で は フ ラ ン ジ ７ 上 に 、 背 面 側 の 周 囲 （ 端 部 ） に 周 方 向 に 連 続 す る 凸 部

２ を 有 す る 床 版 １ 、 １ が 、 接 続 板 ８ を 挟 ん で 対 向 し て 載 置 さ れ る 。 接 続 板 ８ を 挟 ん で 対 向

す る 床 版 １ 、 １ の 各 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 、 接 続 板 ８ を 貫 通 し て ボ ル ト ９ が 挿 通 し 、 対 向 す る 床

版 １ 、 １ が 接 続 板 ８ に 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 図 １ の 例 で は 凸 部 ２ に ボ ル ト ９ が 幅 方 向 に 挿 通 す る た め 、 凸 部 ２ に は 例 え ば 床 版 １ の 製

作 時 等 に 挿 通 孔 ２ ａ が 形 成 さ れ 、 接 続 板 ８ に も ボ ル ト ９ 挿 通 用 の 挿 通 孔 ８ ａ が 形 成 さ れ る

。 床 版 １ 、 １ （ 凸 部 ２ 、 ２ ） 同 士 は ボ ル ト ９ へ の ナ ッ ト ９ １ の 螺 合 に よ り 互 い に 接 合 さ れ

な が ら 、 接 続 板 ８ に 接 合 さ れ る が 、 図 示 す る よ う に 凸 部 ２ の 側 面 が 鉛 直 面 に 対 し て 傾 斜 し

て い る 場 合 に は 、 ナ ッ ト ９ １ を 受 け る 座 金 の 座 面 に は 凸 部 ２ の 側 面 に 対 応 し た 傾 斜 が 付 け

ら れ る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 図 １ 等 で は 床 版 １ が 、 凸 部 ２ の 内 周 側 に 二 方 向 に リ ブ ３ 、 ３ が 形 成 さ れ た ワ ッ フ ル ス ラ

ブ 形 状 を し て い る こ と で 、 図 １ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 二 方 向 の リ ブ ３ 、 ３ で 囲 ま

れ た 凹 部 の 内 、 ボ ル ト ９ が 挿 通 す る 凸 部 ２ に 隣 接 す る 凹 部 内 に ボ ル ト ９ の 全 長 が 納 ま る 長

さ を 確 保 で き な く な っ て い る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 そ こ で 、 凸 部 ２ 、 ２ 同 士 の 接 合 に 先 立 ち 、 一 方 の 床 版 １ の 凸 部 ２ の 挿 通 孔 ２ ａ 内 に 、 床

版 １ の 外 周 側 か ら ボ ル ト ９ を 挿 通 さ せ て 仮 止 め し て お く こ と で 、 他 方 の 床 版 １ を フ ラ ン ジ

７ 上 に 載 置 し た 後 に 、 ボ ル ト ９ を 他 方 の 床 版 １ 側 へ 押 し 出 し て 、 も し く は 引 き 出 し て そ の

凸 部 ２ に 挿 通 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ の 関 係 で 、 ボ ル ト ９ が 床 版 １ の 外 周 側 か ら 凸 部

２ の 挿 通 孔 ２ ａ に 挿 通 で き る よ う 、 ボ ル ト ９ に は 頭 部 の な い 形 態 の ボ ル ト （ 長 ね じ ） を 使

用 す る こ と が 適 切 で あ る が 、 凸 部 ２ に 隣 接 す る 凹 部 内 か ら 凸 部 ２ の 挿 通 孔 ２ ａ に ボ ル ト ９

を 挿 通 可 能 で あ れ ば 、 ボ ル ト ９ に は 頭 部 付 き の ボ ル ト も 使 用 可 能 で あ る 。 図 １ － （ ｃ ） は

一 方 の 床 版 １ の 凸 部 ２ の 挿 通 孔 ２ ａ 内 に ボ ル ト ９ を 挿 通 さ せ て 仮 止 め し て お く 必 要 性 を 解

消 す る た め に 、 ボ ル ト ９ の 軸 線 を 湾 曲 さ せ る こ と で 、 フ ラ ン ジ ７ 上 に 対 向 す る 床 版 １ 、 １

を 設 置 し た 後 に も ボ ル ト ９ を 両 床 版 １ 、 １ の 挿 通 孔 ２ ａ 、 ２ ａ 内 に 挿 通 さ せ る こ と を 可 能

に し た 場 合 の ボ ル ト ９ に よ る 床 版 １ 、 １ の 接 合 例 を 示 し て い る 。 図 １ － （ ｃ ） に 示 す ボ ル

ト ８ は 図 ２ 、 図 ３ に 示 す 例 に お い て 、 床 版 １ 、 １ （ 凸 部 ２ 、 ２ ） と 接 続 板 ８ を 貫 通 し て ボ

ル ト ９ を 挿 通 さ せ る 場 合 に も 使 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 床 版 １ は プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト で 製 作 さ れ て い る た め 、 ボ ル ト ９ が 挿 通 す る 凸 部 ２

の 挿 通 孔 ２ ａ は 基 本 的 に 床 版 １ の 製 作 時 に 形 成 さ れ る が 、 現 場 で 穿 設 さ れ る こ と も な く は

な い 。 挿 通 孔 ２ ａ は 図 １ － （ ｂ ） に 示 す よ う に 各 凸 部 ２ に 長 さ 方 向 に 間 隔 を 置 い て 複 数 個

、 形 成 さ れ る が 、 リ ブ ３ 、 ３ の 間 隔 が 大 き い 場 合 は 、 一 つ の 凹 部 に 付 き 、 接 続 板 ８ の 長 さ

方 向 に 複 数 個 の 挿 通 孔 ２ ａ を 形 成 す る こ と も あ る 。 接 続 板 ８ の 挿 通 孔 ８ ａ は 凸 部 ２ の 挿 通

孔 ２ ａ の 形 成 位 置 に 対 応 し た 位 置 に 予 め 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 図 中 、 床 版 １ の 凸 部 ２ の 部 分 と リ ブ ３ の 部 分 に 、 そ れ ぞ れ の 長 さ 方 向 に 形 成 さ れ て い る

孔 は 床 版 １ に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る Ｐ Ｃ 鋼 材 が 挿 通 す る た め の 挿 通 孔 １ ａ を 示 し て い る

。 Ｐ Ｃ 鋼 材 は 床 版 １ の 凸 部 ２ と リ ブ ３ の 断 面 内 （ 長 さ 方 向 ） の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に

配 置 さ れ る か ら 、 図 ４ で は 床 版 １ の 幅 方 向 （ 橋 軸 方 向 ） と 軸 方 向 （ 橋 軸 直 角 方 向 ） の 双 方

に 挿 通 孔 １ ａ を 形 成 し て い る が 、 挿 通 孔 １ ａ は 床 版 １ の 幅 方 向 （ 橋 軸 方 向 ） と 軸 方 向 （ 橋

軸 直 角 方 向 ） の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 形 成 さ れ る こ と に な る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 接 続 板 ８ に は ボ ル ト ９ が 挿 通 （ 貫 通 ） す る た め の 挿 通 孔 ８ ａ が 形 成 さ れ る こ と か ら 、 図

面 で は 図 １ － （ ｂ ） に 示 す よ う に 接 続 板 ８ の 具 体 例 と し て 、 例 え ば 長 さ 方 向 に 一 定 の 間 隔

を 置 い て 孔 が 穿 設 さ れ た 孔 あ き 鋼 板 を 使 用 し て い る 。 こ の 場 合 、 接 続 板 ８ と し て の 孔 あ き

鋼 板 の 一 部 の 孔 が 挿 通 孔 ８ ａ と し て 利 用 さ れ る が 、 接 続 板 ８ に 孔 あ き 鋼 板 を 使 用 し た 場 合

に は 、 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 後 か ら モ ル タ ル 、 コ ン ク リ ー ト 、 接 着 剤 等 の 充 填 材 １ ０ が

孔 内 に 充 填 さ れ る こ と で 、 接 続 板 ８ （ 孔 あ き 鋼 板 ） の 両 面 に お け る 付 着 力 に 加 え 、 孔 内 に

存 在 す る 充 填 材 １ ０ の 支 圧 力 と せ ん 断 抵 抗 力 が 、 接 続 板 ８ の 長 さ 方 向 に 作 用 す る せ ん 断 力

に 対 す る 抵 抗 力 と し て 期 待 さ れ る 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ボ ル ト ９ に よ る 床 版 １ 、 １ （ 凸 部 ２ 、 ２ ） 同 士 の 接 合 後 、 対 向 す る 床 版 １ 、 １ の 側 面 間

の ク リ ア ラ ン ス （ 目 地 ） に は モ ル タ ル 、 コ ン ク リ ー ト 、 接 着 剤 等 の 充 填 材 １ ０ が 充 填 さ れ

、 ク リ ア ラ ン ス が 埋 め ら れ る と 同 時 に 、 ク リ ア ラ ン ス 内 の 充 填 材 １ ０ の 上 端 面 が 隣 接 す る

床 版 １ 、 １ の 上 面 （ 天 端 面 ） に 揃 え ら れ る 。 充 填 材 １ ０ は 床 版 １ 、 １ 間 に 充 填 さ れ る こ と

で 、 ウ ェ ブ ５ 等 の 軸 方 向 に 作 用 し 、 ウ ェ ブ ５ 等 と 床 版 １ と の 間 に ず れ 変 形 を 生 じ さ せ よ う

と す る せ ん 断 力 に 対 し 、 ウ ェ ブ ５ 等 に 一 体 化 し て い る 接 続 板 ８ と 床 版 １ 、 １ を 一 体 的 に 挙

動 さ せ 、 ず れ 変 形 を 防 止 す る 働 き を す る 。 充 填 材 １ ０ は 床 版 １ 、 １ の 側 面 間 の ク リ ア ラ ン

ス に 連 通 す る 凸 部 ２ の 挿 通 孔 ２ ａ 内 に も 充 填 さ れ 、 挿 通 孔 ２ ａ 内 の ク リ ア ラ ン ス を 埋 め る

。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 図 ２ － （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 図 １ に お け る 接 続 板 ８ 、 ８ を フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 溶 接 等

に よ り 一 体 化 さ せ 、 各 接 続 板 ８ を 床 版 １ の 各 凸 部 ２ 内 に 差 し 込 ん だ 状 態 で 、 対 向 す る 床 版

１ 、 １ の 両 凸 部 ２ 、 ２ と 接 続 板 ８ 、 ８ を 同 時 に 貫 通 す る ボ ル ト ９ に よ っ て 床 版 １ 、 １ を 接
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合 し た 場 合 の 接 合 例 を 示 す 。 こ の 接 合 例 は 図 １ に 示 す よ う に ボ ル ト ９ が 凸 部 ２ を 貫 通 す る

接 合 例 と 、 後 述 の 図 ３ に 示 す よ う に 接 続 板 ８ が 凸 部 ２ 内 に 差 し 込 ま れ る 接 合 例 の 中 間 的 な

形 態 に 相 当 す る 。 図 ２ の 例 で は 床 版 １ の 凸 部 ２ 内 に 接 続 板 ８ が 差 し 込 ま れ る と 共 に 、 凸 部

２ 、 ２ と 接 続 板 ８ 、 ８ を ボ ル ト ９ が 挿 通 す る こ と か ら 、 凸 部 ２ に は 例 え ば 床 版 １ の 製 作 時

等 に 、 接 続 板 ８ が 挿 入 さ れ る 溝 （ ス リ ッ ト ） と 挿 通 孔 ２ ａ が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 図 ２ － （ ａ ） に 示 す よ う に フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ が 凸 部 ２ 内 に 差

し 込 ま れ る 例 で は 、 接 続 板 ８ は 床 版 １ の 製 作 時 に 予 め 凸 部 ２ 内 に 差 し 込 ま れ 、 埋 設 さ れ た

状 態 で 床 版 １ が 製 作 さ れ る 場 合 と 、 現 場 で 凸 部 ２ 内 に 接 続 板 ８ が 差 し 込 ま れ る 場 合 が あ る

。 後 者 の 場 合 、 凸 部 ２ に は 底 面 側 か ら 接 続 板 ８ が 入 り 込 む た め の 溝 （ ス リ ッ ト ） が 形 成 さ

れ る が 、 溝 に 接 続 板 ８ が 差 し 込 ま れ た 状 態 か ら 抜 け 出 さ な い よ う 、 溝 に は モ ル タ ル 、 コ ン

ク リ ー ト 、 接 着 剤 等 の 硬 化 性 の 材 料 が 充 填 さ れ 、 凸 部 ２ （ 床 版 １ ） と 接 続 板 ８ と の 一 体 性

が 確 保 さ れ る 。 図 ２ － （ ａ ） に 示 す 例 の 場 合 も 対 向 す る 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 充 填

材 １ ０ が 充 填 さ れ 、 目 地 の 上 端 面 が 両 床 版 １ 、 １ の 天 端 面 に 揃 え ら れ 、 充 填 材 １ ０ は 凸 部

２ の 挿 通 孔 ２ ａ 内 に も 充 填 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 ２ － （ ｂ ） は 図 ２ － （ ａ ） に 示 す 例 に お い て 、 図 １ に 示 す 例 と 同 様 に 対 向 す る 床 版 １

、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ 間 の 、 フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 中 央 部 上 等 、 フ ラ ン ジ ７ 上 に も 接 続 板 ８ を 配

置 し 、 溶 接 等 に よ っ て フ ラ ン ジ ７ の 上 面 に 固 定 し た 場 合 の 例 を 示 し て い る 。 図 ２ － （ ｂ ）

に 示 す 例 で は 対 向 す る 床 版 １ 、 １ の 凸 部 ２ 、 ２ 間 を 貫 通 す る ボ ル ト ９ が 各 凸 部 ２ 内 に 挿 入

さ れ る 接 続 板 ８ と 、 フ ラ ン ジ ７ 上 に 固 定 さ れ た 接 続 板 ８ を 貫 通 す る こ と で 、 床 版 １ が 鉛 直

荷 重 に よ り 曲 げ モ ー メ ン ト を 受 け た と き に 、 床 版 １ の 端 部 に 位 置 す る ボ ル ト ９ に 対 す る 拘

束 効 果 が 高 ま る た め 、 床 版 １ の 変 形 に 対 す る 安 定 性 と 曲 げ モ ー メ ン ト に 対 す る 耐 力 が 向 上

す る 。 ま た 床 版 １ が ウ ェ ブ ５ 等 に 対 し て ウ ェ ブ ５ 等 の 軸 方 向 に 相 対 移 動 し よ う と す る 力 を

受 け た と き に 、 フ ラ ン ジ ７ 上 の 接 続 板 ８ が 支 圧 力 と 付 着 力 に よ る せ ん 断 抵 抗 力 を 発 揮 す る

た め 、 ウ ェ ブ ５ 等 に 対 す る 床 版 １ の ず れ に 対 す る 安 定 性 も 向 上 す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 ３ は 図 ２ － （ ａ ） に 示 す 、 フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る ２ 枚 の 接 続 板 ８ 、 ８ を

ウ ェ ブ ５ 等 側 へ 、 ウ ェ ブ ５ 等 の 側 面 か ら 見 た と き に ウ ェ ブ ５ 等 に 重 な る 程 度 ま で 延 長 さ せ

た 場 合 の 床 版 １ 、 １ と ウ ェ ブ ５ 等 と の 接 合 例 を 示 し て い る 。 こ の 例 で は フ ラ ン ジ ７ の 幅 方

向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ 、 ８ の 、 ウ ェ ブ ５ 等 側 （ 下 方 ） へ 張 り 出 し た 部 分 と ウ ェ ブ ５ 等

を 貫 通 す る ボ ル ト ９ に よ っ て 接 続 板 ８ 、 ８ が ウ ェ ブ ５ 等 に 接 合 さ れ る 一 方 、 フ ラ ン ジ ７ 上

に 載 置 さ れ た 床 版 １ 、 １ の 各 凸 部 ２ 内 に 接 続 板 ８ が 差 し 込 ま れ る こ と に よ り 床 版 １ 、 １ が

間 接 的 に ウ ェ ブ ５ 等 に 接 合 さ れ る 。 図 ３ － （ ａ ） は （ ｂ ） の ｘ － ｘ 線 の 断 面 を 、 （ ｂ ） は

（ ａ ） の ｙ － ｙ 線 の 断 面 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 こ の 例 で は 基 本 的 に は ボ ル ト ９ が 接 続 板 ８ 、 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 を 貫 通 し 、 床 版 １ の 凸 部 ２

を 貫 通 し な い た め 、 図 ３ の 接 合 例 は 図 １ に 示 す 例 の よ う に 凸 部 ２ に 面 す る 凹 部 内 か ら ボ ル

ト ９ を 凸 部 ２ 側 へ 押 し 出 す こ と が で き な い よ う な 場 合 、 す な わ ち ボ ル ト ９ を 凸 部 ２ へ 挿 通

す る 側 （ 向 き ） が 床 版 １ の 外 周 側 か ら に 制 限 さ れ る よ う な 場 合 、 あ る い は 凸 部 ２ へ の ボ ル

ト ９ の 挿 通 が 困 難 で あ る よ う な 場 合 に 有 効 な 接 合 方 法 に な る 。 よ っ て 図 ３ の 例 で は ボ ル ト

９ の 形 態 に 制 限 が な い た め 、 ボ ル ト ９ に 頭 部 を 有 す る ボ ル ト を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る

。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 図 ３ の 接 合 例 に お い て フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ 、 ８ が フ ラ ン ジ ７ に

溶 接 等 に よ り 固 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 接 続 板 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 と の 間 に 隙 間 が 存 在 し て も

ボ ル ト ９ の 反 力 が 取 れ る た め 、 ボ ル ト ９ に ナ ッ ト ９ １ を 締 め 付 け る こ と は 可 能 で あ る 。 こ

れ に 対 し 、 接 続 板 ８ が フ ラ ン ジ ７ に 固 定 さ れ て い な い 場 合 に は 、 接 続 板 ８ が 安 定 し な い た

め 、 図 示 す る よ う に 接 続 板 ８ と ウ ェ ブ ５ 等 と の 間 の 隙 間 を 埋 め 、 ボ ル ト ９ の 軸 力 の 反 力 を

負 担 す る た め の フ ィ ラ ー プ レ ー ト 、 形 鋼 等 の 間 隔 保 持 材 １ １ が 介 在 さ せ ら れ る 。 図 ３ で は
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ウ ェ ブ ５ 等 と 共 に 、 複 数 枚 、 集 合 し て フ ラ ン ジ ７ の 幅 に 相 当 す る 厚 さ に な る フ ィ ラ ー プ レ

ー ト を ウ ェ ブ ５ 等 と 接 続 板 ８ と の 間 に 挟 み 込 ん で い る が 、 間 隔 保 持 材 １ １ は 複 数 枚 の 板 で

あ る 必 要 は な く 、 ま た 必 ず し も 鋼 材 で あ る 必 要 も な く 、 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク そ の 他 の 材 料 も

使 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 図 ３ の 接 合 例 に お い て フ ラ ン ジ ７ の 幅 方 向 両 側 に 位 置 す る 接 続 板 ８ 、 ８ が フ ラ ン ジ ７ に

溶 接 さ れ て い な い 場 合 に は 、 床 版 １ に 作 用 す る 曲 げ モ ー メ ン ト に よ り 凸 部 ２ が 回 転 し よ う

と す る と き の 中 心 が ボ ル ト ９ の 軸 線 上 に 位 置 す る た め 、 図 １ 、 図 ２ の 接 合 例 よ り 対 向 す る

床 版 １ 、 １ 間 に 開 き が 生 ず る 可 能 性 が あ る 。 そ の 可 能 性 が あ る 場 合 に は 、 図 １ 、 図 ２ の 接

合 例 と 同 様 に 、 図 ３ － （ ａ ） に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に ボ ル ト ９ を

挿 通 さ せ る こ と で 、 床 版 １ 、 １ （ 凸 部 ２ 、 ２ ） の 回 転 に 対 す る 拘 束 効 果 を 高 め る こ と が 可

能 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 図 ３ － （ ａ ） で は ま た 、 図 ２ － （ ｂ ） に 例 と 同 様 に フ ラ ン ジ ７ 上 の 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２

間 の フ ラ ン ジ ７ 上 に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 接 続 板 ８ を 突 設 し 、 こ の 接 続 板 ８ を 貫 通 さ せ て

凸 部 ２ 、 ２ 間 に 上 記 ボ ル ト ９ を 挿 通 さ せ る こ と で 、 ボ ル ト ９ に 対 す る 拘 束 効 果 を 高 め 、 ボ

ル ト ９ の 曲 げ 変 形 に 対 す る 安 定 性 と そ れ に よ る 床 版 １ の 曲 げ 変 形 に 対 す る 安 定 性 を 上 昇 さ

せ て い る 。 こ の 場 合 、 フ ラ ン ジ ７ 上 で 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 接 続 板 ８ が 突 設 さ れ 、 そ の

接 続 板 ８ を 凸 部 ２ 、 ２ と 共 に ボ ル ト ９ が 貫 通 す る こ と で 、 隣 接 す る 床 版 １ 、 １ が 互 い に ウ

ェ ブ ５ 等 の 軸 方 向 に 相 対 移 動 （ ず れ ） す る こ と 、 あ る い は 各 床 版 １ が ウ ェ ブ ５ に 対 し て ウ

ェ ブ ５ 等 の 軸 方 向 に 相 対 移 動 （ ず れ ） す る こ と を 阻 止 す る 効 果 も 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 図 ３ － （ ａ ） 中 、 対 向 す る 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 充 填 さ れ る 充 填 材 １ ０ は 対 向 す る 床 版 １ 、 １

の 側 面 間 の ク リ ア ラ ン ス （ 目 地 ） を 埋 め る と 同 時 に 、 接 続 板 ８ と ボ ル ト ９ を 外 気 か ら 保 護

し 、 隣 接 す る 床 版 １ 、 １ の 天 端 面 を 面 一 に 仕 上 げ る 働 き を す る 。 ま た 、 フ ラ ン ジ ７ 上 に 二

点 鎖 線 で 示 す よ う に 接 続 板 ８ を 突 設 し て い る 場 合 は 、 充 填 材 １ ０ が 凸 部 ２ 、 ２ 間 に 位 置 す

る 接 続 板 ８ の 挿 通 孔 ８ ａ 内 に 充 填 さ れ る こ と で 、 ウ ェ ブ ５ 等 の 軸 方 向 に 作 用 す る せ ん 断 力

に 対 す る 抵 抗 力 を 発 揮 す る こ と が 期 待 さ れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ８ １ 】

　 １ … … 床 版 、 １ ａ … … 挿 通 孔 （ Ｐ Ｃ 鋼 材 用 ） 、 ２ … … 凸 部 、 ２ ａ … … 挿 通 孔 （ ボ ル ト 用

） 、 ３ … … リ ブ 、

　 ４ … … 鋼 桁 、 ４ １ … … 主 桁 、 ４ ２ … … 横 桁 、 ５ … … ウ ェ ブ 、 ６ … … 横 リ ブ 、

　 ７ … … フ ラ ン ジ 、 ８ … … 接 続 板 、 ８ ａ … … 挿 通 孔 、 ９ … … ボ ル ト 、 ９ １ … … ナ ッ ト 、

　 １ ０ … … 充 填 材 、 １ １ … … 間 隔 保 持 材 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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